
Title 流通貨幣の数量と信用（下）
Sub Title
Author 高城, 仙次郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1918

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.12, No.11 (1918. 11) ,p.1541(55)- 1562(76) 
JaLC DOI 10.14991/001.19181101-0055
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19181101-

0055

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


'̂
士 1

怨
‘

(
一

五
；s
i
.
G

)

-

識

.0 

Tableau IsconomiauÂ
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總
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又
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摘
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；可か 

ら
す
。
地
金
商
人
は
先
づ
同
行
の
紙
幣
發
行
部
に
她
金
を
輸
納
し
、其
受
，取
瞪
を
銀
行
部
に
預 

入
し
、銀
行
部
は
直
ち
ね

此

：
—
金
受
取
證
を
發
行
部
に
提
示

し
て

免
«

券

の
交
附
を
受
ベ
る
衣 

ぅ
。

輝

つ

て

、此

場

合

，に

は

預

金
4
貨
幣
流
通
顧

ビ

は
同
時
膨
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膨
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.

：？
預
金
部
と
^
英

藺
參
行

•に
於
，け

4

が
如
ぐ
彔
然

_

进
贫
る

i

の
、に

#
.
.ず
し
て
、發
賴

#

絲
;̂
«

金
.
_務
ヒ
.#同 

ブ
の
場
所
に
て

.行
は

4
 

>と
せ

「

«
池「

金
：
の

預

；

入
；.

•
，亂
、時

に
.預
金

0
:に
：貨

幣
0.
-
膨
':脹
.を

來

す

.蹲
' 

あ
を

.以

セ

な
‘か
。
然
ら
ぼ
、此
雨
膨
脹
の
中
孰
れ
を

.以
て
，
他

の

原gr

と

«
做
：す
可

^

か
。

.日 

形
式
上
に
於
て
は
孰
れ
を
臏
因

S

し
、孰
れ
を
結
寒

e
看

做

す

こ

と

；能

，ゆ

ざ.作

ど
.も
..實
質
上
に 

於
て
は
兌

-換
券
の
；膨
脹
を
以
て
原
因
と
せ
ざ
る
を

得
ず
◊蓋
し
、假

i

に
、紙
幣
發

0
0
に
鲶

y

她
：

金

£

 

S

て
受
耽
證
を
交
附
す
る
代
む
に
兌
換

.券
を
發
行
す
る
と
せ
ば
.地
金
仲
買
人
は
此
兌

換
券
を
働
行
部
に
預
入
ず
可
け
れ
ば
な

>

。.

唯
、紙
幣
發
行
鲰
队
雙
犮
ゆ
條
宜
上
発
換
绛
幺
漉

. 

.

. 

-

次
ず

し
て
受
取
證
を
交
酿
す

a .
-
に

®
ぎ

ずa

• €

つ
'
:て
、此
：地
金
受
取
證
は
事
實
：

4

賞
幣

0
‘*
做 

3
>#:
る
も

0
な
>
=
\を
す
。
:.

■:
 

. 

' 

.パ 

：：
..
 

■

叙
.

論
‘貨

幣

が

千®

圆
»
加
せ

P

と
て
、當
座
預
金
於
千
氟
圆

_
增
：加
す
る

i

 

•の
に
非
ず
。

ni
l

#

 

.

S
 

.

A

は
流
通
貨
幣
が
千
萬
圆
增
加
せ
ば
、其
の
一
部

.分

.

當̂
座
預
金
ぬ
し
て
預
入
せ
ら
る
，
も
の 

炙
.か
ヒ
云

a
#.
る
に
過
ぎ
ず
。
而

b

て
、其
一
年
分
：が

全
額
、
に
對

し
て：姐

.何
な
る
比

W
を
傲

d
'
. 

郁
き
か

{3
;、貨
幣
對
當
座
預
金
办
取
率
を
以
て
之
を
知
る

こ

ビ

を

#
.る
な

;̂
?

麻
か
も
、前
節
に 

示
し
た
る
が
如
ぐ

]ft
兩
盏
は
常
に
一
定
の
比
率
を
保
つ
傾
向
あ
な
な

&
C

激
十
ニ
後

(

5

四
さ

論

說

流
通
貨
幣
の
數
营
信
用

 

第
十I

級

>>】



'
笫
十.11

卷 

•

第

三

、

又 

ば
芷
貨
の
海 

•威

じ
、爲

め

に 

，は
飯

行
外
の 

第

四
、

次

v 
一.

riSi 
メ

.

.論

，'影

^
51
y
a:
幣
办
敬
进
と
信
用
 

第
卜
.
|
魂
-

」

2:
i
.

假
ぅ
R.

、之
，と
亚
反

»

に
鈒
行
外

.

の
货
幣
流
通
额
が

.

或
る
原
因
の
爲
め

—

趴
へ 

外
流
失
又

.

は
«

換
券
.

の
冏
收

一

I

激
故
せ
b

ビ
せ
ん
か
、白
常
の
取
引

^

不
：：

便
t 

皆
座
5 '

金
を
有
す
る
#
は
之
を
鈒
行
ょ
办

SI

出
す
な
ら
，ん。

_

從
o

，て
當
座

® '
:̂ 

货

赂

流

通

额

の

收

縮

に

連

れ

て

減

、退

す

る

に

至

る

な

6

。

R
、市

中

，鈒

.#
內

の

手

許

在

高
^

或

S'
原
_

0
爲
^

“
_

_例
へ
，
市
中
飯

7

^

^

, 

央
，鑲
行
，ょ

令

手
形
の
再
割
引
を
受
け
，之
に
敵
し
て
兌
換
券
を
受
領
せ
ぅ

^

—

增
郯
せ
ん
か
、双 

佇
'
.は
勿
論
之
を

»

#
に
~利
用
す
可
し

。> 

否
な

.其
•目
的
を
有
す

.れ

そ

中

.央

.銀
：行

.ょ
务
兌

P
 

券
の
交
附
を
受
け
た
：る

が

,p 

o
:銀
行
が
貸
出
を
行
へ
ば
、上

0

.
0班
由
に

0

.!
)
'、當
座
预
金
は

ft
: 

ち

•
k■'又
ば
結

-局

#
加
す

。
.'
:
'̂
- 

, 

,
 

:

:-
: 

:
;

:
第

2£
*

後

£
、,
：中

銀

行

の

手

許

在

金
.が
；成
る
腺

.因
の

.爲
め
，，

例

•

へ：

ば

®
礎
券

.の

.同
'收 

■
t

j
減
少

#

0
9と

：.せ
ん
が

€

行
は
營
樂
：の
安
全
：を

_

る
目
的
を
以
へ
，

貨
；出̂
寒

控)

ふ

,̂
ビ

0 

時
.に

售

卿

資

付

；
'金

を
'囘
«

脊

'̂
る
.を
，#

ず
。
’ 

■
貸
■付

を

收

，縮

す̂

:ば

奢

處
»
金
.；ぱ

鱗

少

す

^

如 

何
"：ど

な

：’れ
.ば
^

.逾

の
V如

ぐ
^
.行

.の

貨

出

；と

當

座

預.金

ビ

は

相
.
.關

«

’せ
，る
も

の

祀

沙

を
a

て

砠

。 

;

第
‘六
.
斯
く
の
如
ぐ
、流

 
'通
貨

#

が
堦
加
ザ

.れ
ば
、當
、座

 

'預
金
.も
部
膨

.M
す
を

0'
隹

.向
，を
有
；す

';
へ
ノ
，
.
.
.
. 

.

.

. 

- 

• 

'
, 

•
' 

■ 

: 

• 

' 

• 

I 

-

'

y - 

.
 

.

.

.

.

.
:
•
■•
'

.
■
•

■
/

■
/ 

.

.

. 

.
■•
- 

.

.

.

. 

.
.
.
.
.
.

 

,
•

.

•

.

:■
!
. 

-
•
•
•
•
- 

’ 

- 

■ 

.

.

. 

.

.
•
.
.
•
.
•

、_
{
"
s
?

:-
::'
-
'

6-
'̂

ゆ
な
る

.が
、流

a

賞
幣

.が
®

加
.せ
ざ
る
に
！

a
_
.爾
金
が
增
加
す
る
こ

•
.吃
り

.會
°;
':
和 

.る
僅
少
の
例
外
を
除

&

で
は
、無
し
ビ
答
へ
、さ
る
を
：得
ず
。

.假
グ
に
、銀

.行
_

0'
,
手
.飯
在

^

a:
'爾 

行
外

‘の
流

«'
高
の
合
計
比
：は
絕
體
に
何
.等

の

變

-'
1)

攻

.
し
と
假
定
じ
'だ
を
場
各
に
乾
し
紙
掛
队 

■
0
,
0
預
金
が
膨
脹
せ
ヴ
と
せ
ょ
。

''
當
座
預
金

..の
膨
脹
は
勿
き
參
座

»
&;
の
新

®

X
か
る
；
わ 

を
前

.提
ど
せ
匕

.
而

し

，て
、
其
'の
：
预

入

は

大.略

贫

の

方

法

に

依

るV

の
‘

：
^
' .

:

:
_ー
，

現

金
0
«
:入

.
：
:

' 

J 

V

.’
；
 

ニ
'
, 

^
 

-

 

三
，

.
1

魔

拂
.
又

ば

滿

斯0

商

業

手
.
形
：

V

:■
パ

-
-

:

:

• 

, 

. 

.

■■s
.

 

-•
'
•:
:■

四

：

振

替

：
预

金
::
:
:ノ
：
.

.
■•
. 

■

く

若

し

'假

り

は

、現

金0:
预
.入
栌
行
ぼ
れ

^

K
Vを
せ
ん
が
、

»

行
外

0
游
#

貨
幣
が
減
ダ
す
る

• 

以
.て
，取
引
に
不
便
を
感
じ

«:
結
果
ヾ
し
し
て
、當
座
预
金
ぱ
直
ぢ
に
現
金
ど
以
て

'同
，一

A'
又
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總
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